
１ 目的
     子どもが読書の楽しさに気づき、継続的に読書に親しむことができるよう、平成２年２月に
 子ども読書活動推進計画を策定し、総合的、体系的に子どもの読書活動の推進を図ってきたと
 ころである。この計画期間が終了することから、令和６年度からの第二次推進計画を策定し、
 引続き、子どもの読書活動のより一層の推進に取り組み、豊かな心の育成を推進する。

２ 基本方針
子どもの身近にいる大人が読書活動に理解と関心を持ち、社会全
体で読書活動を推進する機運を高めるよう、啓発や広報に努める
子どもが読書の楽しさを知り、読書に親しむために、発達段階に
応じて環境の整備・充実に努める
読書の習慣を身に着けるよう、家庭・地域・学校等が連携協力し
ながら読書機会の提供・充実に努める

３ 具体的な方策（主なもの）

   ♦ 母子保健事業での保護者への普及啓発
乳幼児健診の際におすすめ絵本のチラシやパンフレットを配布

♦ 子育て支援施設等における保護者への普及啓発
認定こども園等で保護者に絵本の読み聞かせによる触れ合いの大切さを伝える

♦ ブックスタート事業（絵本の配布）
生後４か月までの乳児訪問時に絵本を配布

♦ ブックスタート事業（絵本の貸出）
ブックスタートコーナーを図書館に設置

♦ 交流の場としての図書館の提供
乳幼児連れの利用者が気軽に立ち寄れる交流の場として「ファミリータイム」を設定

♦ 電子書籍の充実
家庭での読書や授業に電子書籍を活用しやすいように書籍を整備

♦ 萩っ子つどいの広場での読み聞かせの実施
未就学児と保護者を対象に子育て支援相談員等による読み聞かせを実施

♦ 放課後児童クラブへの本の配置
利用児童が本に親しめる環境を整備

♦ 読み聞かせ時間の拡大
認定こども園・幼稚園で読み聞かせを実施

♦ 読書習慣の形成
「みんなにすすめたい一冊の本推進事業」への取組を実施

♦ 読書意欲を高める取組の実施
児童生徒が相互に図書を紹介する活動を実施

♦ 電子書籍の活用
朝の読書活動等で電子書籍を活用し読書活動を実施

４ 数値目標

読書が好きな子どもの割合 小学生83.1% 中学生84.2% 小学生85.3% 中学生85.8%
１か月に読んだ本が０冊の子どもの割合 小学生  6.4% 中学生  6.1% 小学生  4.7% 中学生  4.1%
図書館での児童書貸出冊数

               7,224回               7,585回電子書籍の児童書貸出回数

 普及啓発活動の推進

 読書活動の整備

 読書に親しむ機会の充実

             27,589冊             39,292冊
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家庭における取組

地域における取組

学校等における取組

実績値 令和5年2月 目標値 令和10年度


